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(単位：％）

全産業活動指数

前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比
08 1-3月 ▲ 0.1 0.2 0.0 0.6 0.3 2.4 ▲ 0.2 ▲ 0.7 ▲ 0.6 ▲ 9.9

4-6月 ▲ 0.8 ▲ 0.9 ▲ 0.4 ▲ 0.5 ▲ 1.3 0.8 ▲ 0.8 ▲ 1.4 ▲ 2.3 ▲ 11.8
7-9月 ▲ 1.3 ▲ 1.7 ▲ 0.9 ▲ 1.2 ▲ 3.2 ▲ 1.4 ▲ 0.8 ▲ 2.4 ▲ 0.8 ▲ 8.4

10-12月 ▲ 2.7 ▲ 5.0 ▲ 1.7 ▲ 3.0 ▲ 11.3 ▲ 14.5 0.6 ▲ 1.1 2.7 ▲ 0.9
09 1-3月 ▲ 6.2 ▲ 11.1 ▲ 3.1 ▲ 6.6 ▲ 22.1 ▲ 34.6 0.0 ▲ 0.4 ▲ 0.6 ▲ 1.1

08 1月 0.2 0.3 0.2 0.7 0.5 3.1 0.3 ▲ 0.8 0.1 ▲ 10.2
2月 ▲ 0.1 1.4 0.2 1.9 0.5 5.3 0.1 ▲ 1.7 ▲ 0.6 ▲ 10.0
3月 ▲ 0.7 ▲ 1.1 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 1.3 ▲ 0.7 ▲ 0.3 0.4 0.1 ▲ 9.5
4月 0.0 ▲ 0.1 0.2 0.5 ▲ 0.6 1.8 ▲ 0.4 ▲ 2.1 ▲ 1.0 ▲ 10.5
5月 0.0 ▲ 0.9 ▲ 0.2 ▲ 0.7 1.2 0.9 ▲ 0.2 ▲ 0.8 ▲ 1.4 ▲ 12.1
6月 ▲ 0.9 ▲ 1.6 ▲ 0.6 ▲ 1.2 ▲ 2.0 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 1.2 ▲ 0.8 ▲ 13.0
7月 0.1 ▲ 0.3 0.3 0.2 ▲ 0.3 2.3 ▲ 0.6 ▲ 2.6 ▲ 1.2 ▲ 13.0
8月 ▲ 1.0 ▲ 3.6 ▲ 0.9 ▲ 2.8 ▲ 3.1 ▲ 7.2 0.0 ▲ 0.8 1.9 ▲ 8.2
9月 ▲ 0.5 ▲ 1.2 ▲ 0.3 ▲ 1.0 0.1 0.4 ▲ 0.2 ▲ 3.9 0.6 ▲ 4.0

10月 0.2 ▲ 2.5 0.0 ▲ 1.6 ▲ 3.4 ▲ 6.6 0.6 ▲ 1.4 1.2 ▲ 1.3
11月 ▲ 2.1 ▲ 6.1 ▲ 0.9 ▲ 4.2 ▲ 7.0 ▲ 16.5 0.1 ▲ 0.1 0.3 ▲ 1.5
12月 ▲ 2.5 ▲ 6.3 ▲ 1.7 ▲ 3.3 ▲ 8.4 ▲ 20.7 0.1 ▲ 1.8 0.6 0.0

09 1月 ▲ 1.2 ▲ 8.9 0.5 ▲ 4.3 ▲ 10.1 ▲ 30.9 ▲ 0.9 ▲ 1.1 ▲ 1.3 ▲ 1.5
2月 ▲ 3.3 ▲ 12.4 ▲ 2.0 ▲ 7.3 ▲ 9.4 ▲ 38.4 1.3 0.8 0.6 ▲ 1.1
3月 ▲ 1.6 ▲ 11.8 ▲ 2.7 ▲ 7.7 1.6 ▲ 34.2 ▲ 0.1 ▲ 1.0 ▲ 0.5 ▲ 0.9
4月 2.6 ▲ 9.8 2.2 ▲ 6.1 5.9 ▲ 30.7 ▲ 0.4 ▲ 0.4 0.8 1.0
5月 0.7 ▲ 9.9 ▲ 0.1 ▲ 6.8 5.7 ▲ 29.5 0.8 1.5 ▲ 1.9 0.6

(出所）経済産業省「全産業活動指数」

第３次産業活動指数 鉱工業生産指数 公務等活動指数 建設業活動指数

 

○ 全産業活動指数：前月比＋0.7％ 

５月の全産業活動指数は前月比＋0.7％と、２ヶ月連続のプラスとなった。第３次産業活動指数は２ヶ月

ぶりにマイナスに転じたものの、鉱工業生産指数が３ヶ月連続で大幅に上昇したことが、プラスに寄与した。

４-５月平均の１-３月期比も＋0.7％となっており、４-６月期は６四半期ぶりのプラス転化が見込まれる。

全産業活動指数は緩やかな回復傾向にあるといえよう。 

内訳をみると、プラスに寄与した指数は鉱工業生産指数（前月比寄与度：＋0.87％ポイント）、公務等活

動指数（同：＋0.10％ポイント）、マイナスに寄与した指数は第３次産業活動指数（同：▲0.07％ポイン

ト）、建設業活動指数（同：▲0.13％ポイント）であった。 

 

○ 鉱工業生産指数は引き続き改善 

個別にみると、鉱工業生産指数は前月比＋5.7％と、３ヶ月連続のプラスとなった。４-５月平均の１-３

月期比も＋6.4％と比較的高い伸びとなっている。国内外における在庫調整の進展や各国での景気対策によ

る需要の回復を受けて、生産は回復傾向が継続している。 

第３次産業活動指数に関しては、企業部門については、貿易取引や生産活動の回復により、卸売･運輸業

などを中心に持ち直しが続いているものの、家計部門においては、足もとでの雇用･所得環境の悪化を背景

に、娯楽業や対個人サービス業などの活動が弱含んでいる。 

建設業活動指数については、公共･建設･土木活動指数は 2008 年度補正予算の効果による公共投資の増加

から、上昇傾向で推移しているが、民間･建設･土木活動指数は、雇用･所得環境の悪化による住宅･非住宅投
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資の減少を背景に、低下傾向が続いている。 

 

○ 先行き輸出や生産の回復により、緩やかな改善が見込まれる 

全産業活動指数の先行きを展望すると、第３次産業活動指数については、企業部門において、輸出や生産

の持ち直しから、卸売や運輸業を中心に、引き続き改善が見込まれる。一方、家計部門に関しては、企業収

益や雇用･所得環境の悪化が持続していることに加え、今後は景気対策による押し上げ効果が弱まってくる

ことを考慮すると、当面、弱い動きが続くと予想されるため、全体では回復力の乏しい動きが継続されよう。 

また、鉱工業生産指数に関しては、輸出が持ち直していることや、生産予測指数において６、７月は上昇

が予想されていることなどから、今後は増加傾向で推移する可能性が高い。 

以上を踏まえると、先行き全産業活動指数は緩やかに改善していくであろう。 
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第３次産業活動指数と全産業活動指数（季調値）
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(出所) 経済産業省｢第3次産業活動指数｣ ｢全産業活動指数｣
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全産業活動指数前年比寄与度分解
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鉱工業生産指数（季調値）
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(出所）経済産業省「全産業活動指数」
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3ヵ月移動平均

民間・建築・土木活動指数（季調値）
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（出所）経済産業省「全産業活動指数」

住宅 非住宅
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公共・建築・土木活動指数（季調値）
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(出所) 経済産業省｢全産業活動指数｣
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